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■本書で使用する単位について
　本書では，国際単位系（SI 単位系）を表記の基本としています．
　本書に出てくる主な単位記号と単位の名称は次のとおりです．
　m ：メートル L　：リットル
　kg ：キログラム　kcal ：キロカロリー
■用字について
　「頚」の字には，（頚）と（頸），「弯」の字には（弯）と（彎）の

表記がありますが，本書ではそれぞれ（頚）（弯）を採用しました．


